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田
崎
町
の
七
狩
長
田
貫
神
社
の
境

内
に
あ
る
ク
ス
は
、幹
回
り
約
10
ｍ
、

樹
高
25
ｍ
。
推
定
樹
齢
は
９
０
０
年

近
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
育
の
状

態
が
良
く
、
枝
も
四
方
に
張
っ
て
力

強
く
、
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
道

路
側
か
ら
眺
め
て
も
圧
巻
で
す
。
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こ
れ
ら
指
定
文
化
財
の
名
木
以
外

に
も
、
瀬
戸
山
神
社（
上
祓
川
町
）・

高
千
穂
神
社（
花
岡
町
）
の
シ
イ
が

名
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
名
木
と
し
て
知
ら
れ
た

八や
さ
か坂

神
社（
輝
北
町
上
百
引
）
の
ス

ギ
、
月つ

き
よ
み読

神
社（
串
良
町
有
里
）
の

ナ
ギ
、
吾
平
町
神
野
の
イ
ヌ
マ
キ
は

近
年
倒
木
し
、
残
念
な
が
ら
今
は
そ

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

大
木
は
人
を
魅
了
す
る

　

大
隅
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林

務
第
一
係
長
で
森
林
総
合
監
理
士
の

下
園
寿ひ

さ
あ
き秋

さ
ん
に
、
樹
木
保
護
の
注

意
点
や
、
木
と
人
と
の
関
わ
り
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
樹
木
の
根
は
、
最
先
端
の
葉
っ

ぱ
が
あ
る
所
の
真
下
ぐ
ら
い
ま
で
地

下
に
広
が
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
た
め
、
名
木
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

背
の
高
い
樹
木
は
、
根
も
広
く
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
し
い
根
の

上
に
あ
る
土
が
人
に
踏
み
固
め
ら

れ
、
根
が
痛
み
や
す
い
と
も
言
え
ま

す
。
新
し
い
根
は
水
・
栄
養
を
最
も

吸
収
す
る
場
所
。
根
の
周
囲
を
守
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
台
風
や
落

雷
等
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

中
心
部
が
空
洞
の
大
木
を
よ
く
見

掛
け
ま
す
が
、
樹
木
は
大
き
く
な
れ

瓦が崩れ落ちた民家（宇城市中心部）

� 
!
"
#
$
"

%
&
�
�
�
'
(

　

串
良
町
岡
崎
諏す
わ
し
た

訪
下
の
事
代
主
神

社
の
境
内
に
あ
る
ク
ス
は
、
幹
回
り

５
・
８
ｍ
で
、
樹
高
は
21
ｍ
を
越
す

大
木
。
樹
齢
は
４
５
０
年
以
上
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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串
良
町
有
里
中な
か
ん
ご
う
郷
の
十
五
社
神
社

の
境
内
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
は
、
幹
回

り
５･

９
ｍ
で
、
樹
高
20
．
５
ｍ
以

上
。
樹
齢
は
２
６
０
年
以
上
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
多
く
の
ギ

ン
ナ
ン
が
実
り
、
地
域
住
民
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
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串
良
町
細
山
田
平
瀬
の
北
原
墓
地

に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
は
、幹
回
り
は
３
・

６
ｍ
で
、
樹
高
18
ｍ
以
上
。
樹
齢
は

７
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
の
下
に
は
、
同

じ
く
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
逆
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
う
こ
せ
き
と
う
ぐ
ん

修
古
石
塔
群
が
静
か
に
並
ん
で

い
ま
す
。
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串
良
町
細
山
田
堂
園
の
山
宮
神
社

の
境
内
に
あ
る
ナ
ギ
は
、幹
回
り
２
・

５
ｍ
で
、
樹
高
20
ｍ
以
上
。
樹
齢
は

３
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

下村 幸
さち お

男さん
（串良町岡崎）
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昔
も
今
も
愛
さ
れ
る
ク
ス

　

今
か
ら
50
年
程
前
の
話
で
す
が
、

子
ど
も
の
頃
は
遊
び
場
が
無
か
っ
た

の
で
、
近
所
の
事
代
主
神
社
の
ク
ス

に
木
登
り
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
し
た
。

　

昔
は
こ
の
ク
ス
の
隣
に
椿
の
木
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
大
木
で
あ
る
ク
ス

に
は
直
接
登
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ま

ず
そ
の
椿
に
登
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ク

ス
の
幹
の
分
か
れ
目
に
飛
び
乗
っ

て
、
友
だ
ち
と
遊
ん
で
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

当
時
か
ら
既
に
大
木
で
し
た
が
、

そ
の
頃
の
ク
ス
は
、
こ
ん
な
に
大
き

く
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま

す
。
幹
周
り
は
子
ど
も
が
三
人
で
手

を
つ
な
い
で
届
く
く
ら
い
だ
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
が
、
今
で
は
大
人
４

人
で
も
届
か
な
い
く
ら
い
で
す
ね
。

　

ま
だ
ま
だ
木
は
元
気
だ
と
思
い
ま

す
。
今
も
昔
も
地
域
に
愛
さ
れ
て
い

る
事
代
主
神
社
の
ク
ス
。
こ
れ
か
ら

も
長
く
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

1事代主神社のクス　　　2十五社神社のイチョウ
3北原墓地のイチョウ　　4山宮神社境内のナギ

七狩長田貫神社のクス
根は境内下の歩道付近まではみ出しており

幹周りと根周りの判別が難しい

鹿屋の名木

１

４

２

３

大隅地域振興局
林務水産課

下園 寿秋 さん

ば
光
合
成
だ
け
で
は
生
き
ら
れ
な
い

た
め
、
中
心
を
腐
ら
せ
な
が
ら
外
側

に
栄
養
を
送
っ
て
生
き
長
ら
え
る
か

ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
木
は
人
の
生
活
に
役
に
立
っ
て

い
た
木
が
、
い
つ
し
か
役
目
を
終
え

て
、
そ
の
ま
ま
大
き
く
な
っ
た
と
も

言
え
ま
す
。
イ
ヌ
マ
キ
は
イ
チ
ョ
ウ

同
様
、
実
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ク
ス

か
ら
は
殺
虫
成
分
の
あ
る
樟
し
ょ
う
の
う脳

が
採

取
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
木
は
長
い

間
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
歴
史
を
つ

む
い
で
き
た
シ
ン
ボ
ル
な
の
で
す
。

　

長
く
育
っ
た
木
は
、
こ
れ
か
ら
も

人
々
を
魅
了
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与

え
て
く
れ
る
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。」

　かつて輝北町上百引の中心部、八坂神社の境内に、「大杉」と
呼ばれるスギがありました。幹周り6.5 ｍ、樹高 20 ｍの樹齢約
800 年と言われた大木は、まちのシンボルとして親しまれ、また
国道 504 号沿いにあったことから、車道を走る町外の人にも圧倒
的な存在感を示していました。
　長い間、台風や落雷に耐え、度重なる養生作業を行い保護さ
れてきましたが、平成 16 年８月の大型台風により倒木の憂き目
に遭い、今は跡形もありません。

まちのシンボルだった「大杉」

　およそ 800 年の間、周辺一帯の変化の
過程を静かに見守ってきた大杉

子
ど
も
た
ち
に
も
親
し
ま
れ
た
大
杉

（
昭
和
50
年
代
）
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